
               水和発熱モデル 
 
RC示方書には、コンクリートの発熱速度は、材令と場所ごとに異なるコンクリートの温度
を考慮したモデル化を行う。但し、部材最小寸法が 0.5m以上であれば、断熱温度上昇特性
を用いてよいと記されている。現状は部材最小寸法が 0.5m以下であっても断熱温度上昇特
性を用いた解析が行われているが、今後は水和発熱モデルを使用した解析が増えてくるも

のと思われる。ASTEA  MACSには断熱温度上昇特性モデルの他に、２種類の水和発熱モ
デル（従来の水和発熱モデル、複合水和発熱モデル）が組み込まれている。 
 
（１） 従来の水和発熱モデル 
  このモデルは積算発熱量に対する限界発熱速度と活性化エネルギーを入力し、ユーザ

ーサブルーチンを用いて、材令と場所ごとに異なるコンクリートの温度を考慮した発

熱速度を定義する。入力データは３つの初期温度に対する断熱温度上昇試験の結果か

ら得ることが出来る。 
 
（２） 複合水和発熱モデル（Ver 3.0の新機能） 
  このモデルは東京大学 岸 利治 先生の開発されたもので従来の水和発熱モデルに

比べて入力が簡単であるが適用範囲に制約がある。 
① 適用範囲 
下記の範囲のものに限る。 

        水セメント比が４０％以上 
        結合材中のポルトランドセメント割合が３０％以上 
        結合材中の高炉スラグ微粉末割合が７０％以下 
        結合材中のフライアッシュ割合が４０％以下 
ポルトランドセメントの種類としては、普通、早強、および中庸ポルトランドセメン

トが対象で、水セメント比が３５％以下の低水セメントや低熱ポルトランドセメント

を母材とするコンクリートは適用範囲外になる。  
② 入力データ 
 使用材料 ：セメント鉱物組成（構成量）、添加石膏量、混和材種類 
 配合   ：単位セメント量、混和材置換量、混和材量 
 打込み温度 
 

 
    
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

複合水和モデルデータ入力画面 

 



 

 

 



 
断熱温度上昇式（実線）と岸モデル（破線）の結果比較 
 

出力部位１はコンクリートの中心、３は熱伝達境界面上、２はその間である。 
内部の部位は断熱状態と見なせるため両者の結果はほぼ同じになっている。一方熱伝達境

界面上ではピーク温度で 1割程度の差が生じている。 
 
 
 

 


